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新年のご挨拶新年のご挨拶

　新年あけましておめでとうございます。
　皆さまにおかれましては、健やかに新年をお迎え
のことと心からお慶び申し上げます。
　また、城下町新発田会の皆さまには、平素からふ
るさと新発田に物心両面にわたりご支援とご協力を
いただいていることに感謝申し上げます。
　今年は寅年です。寅は十二支の３番目で、春が来
て草木が芽吹くような「成長の年」といわれていま
す。昨年は、新型コロナウイルス感染症との闘いの
日々でした。まだ予断を許さない状態が続いており
ますが、厳しい状況の中でも地域を盛り上げようと、
当市でも飲食券の発行や「新発田牛と日本酒のマリ
アージュ」「しばた大物産展」など、飲食店や市内
ホテル・旅館、企業とコラボしたイベントを実施し、
社会経済活動も少しずつ動き始めています。みんな
で協力し合い、創意工夫を重ねることで新たな何か
を生み出す、まさに、成長の年となることを心から

　明けましておめでとうございます。
　さて、この 2 年間は新型コロナウイルスに翻弄され、城下町新発田会の活動
も全く行うことができませんでした。残念であり、申し訳ない思いですが、会員
のみなさんの健康が第一であり、致し方ありませんでした。
　今年こそは、安全・安心な日常が戻りますよう願っております。その折りには、
通常の総会・懇親会・レクリエーション等に加え、昨年実現できなかった創立
20 周年の記念事業も実施したいと存じますので、ご期待いただければ幸いです。
輝かしい新年にあたり、みなさまの更なるご健勝とご多幸をお祈り申し上げます。

　令和４年１月

新発田会 検 索

願っております。
　さて、新発田市出身の
実業家大倉喜八郎の向島
別邸として建てられた「蔵
春閣」の、新発田駅前・
東公園への本体移築工事
が、今年の４月末に完了
予 定 と な っ て お り ま す。
引き続き一般公開に向け
た準備を進めてまいりま
すので、ふるさと訪問に
お 越 し い た だ く 際 に は、
ぜひ、「蔵春閣」にもお立ち寄りいただければと思い
ます。再び、皆さまとお会いできる日が来ることを
心待ちにいたしております。
　結びに、本年が皆さまにとりまして幸多い年とな
りますよう、また城下町新発田会のますますのご発
展を祈念申し上げます。

　令和４年１月　　新発田市長　二階堂 馨
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　11月 8日、海老名市役所において、新発田市（二
階堂馨市長）と海老名市（内野優市長）の災害時にお
ける相互応援協定の調印式が執り行われた。新発田市
側からは市長、見田賢一地域安全課長、新発田盛綱会
9名（伊藤喜行会長・城下町新発田会会員）と城下町
新発田会・小野会長が出席した。
　この協定締結のきっかけは、新発田市（旧加治川村）
出身で海老名市在住の大坂城二元市会議員（本年 4
月に逝去）が、鎌倉時代に新発田地域・加地荘の地頭
に任ぜられた佐々木盛綱が、少年期から約 20年、渋
谷荘（海老名・高座地域）で育った史実をもとに、両
市に協定の締結を働きかけたことによる。
　挨拶の中で、二階堂市長は「縁を取り持っていただ
いた亡き大坂さんに感謝いたします。（大坂夫人同席）
両市に所縁のある佐々木盛綱を介して協定が調印に
至ったことを大変喜ばしく思います。位置的な関係か

　平素から城下町新発田会小野会長様をはじめとする
会員の皆様におかれましては、新発田市の取組にご理
解とご協力をいただいておりますことに感謝申し上げ
ます。
　このたび４月 1日をもちまして、新発田市副市長
の職を拝命いたしました。もとより微力ではあります
が、市長が目指す「住みよいまち日本一　健康田園文
化都市・しばた」の実現のため、これまでの経験を生
かし全力を尽くす所存でございます。　　　　　　　
　さて、新型コロナウイルスの感染拡大の収束の兆し
が見えない中、新発田市でも集団予防接種がはじまり
感染収束への道筋も見通せるのではないかと期待して
いるところですが、城下町新発田会の皆様からも毎

　新潟県の和牛のブランド管理などを行う「に
いがた和牛推進協議会」（会長：花角知事）は、
2021 年春に「新発田牛」を県内２番目の地域ブ
ランド牛として認定しました。（１番目は「村上
牛」）
　新潟県のホームページによれば「新発田牛は口
溶けの良い脂と柔らかな肉質が特徴」とのことで、
焼き肉やしゃぶしゃぶ、ステーキに最適です。
　現在新発田牛を生産している市内の農家は 6
戸のみとのことで、たいへん貴重です。ふるさと
納税の返礼品としても好評だそうです。ぜひ一度
ご賞味ください。

　城下町新発田会では、今年も会員のみなさまから提供い
ただいた使用済み切手を、社会福祉法人・新発田市社会福
祉協議会に送りましたところ、去る 12月 3日付けで同協
議会よりお礼状をいただきました。様々な社会福祉に役立
てられますので、今後もご協力をお願いいたします。
　使用済み切手をお持ちの方は、〒 359-1142　所沢市上
新井 3-58-9　小野悦男までお送りください。

　昨年 3月に開催予定だった「令和 3年新発田市成人式」
は、新型コロナウイルス禍のため延期されていましたが、
11 月 20 日（土）、21 日（日）に市民文化会館大ホール
にて開催されました。両日合わせて 580 人の出席者が、
新成人としての思いを新たにしました。
　なお、城下町新発田会として電報を送り祝意を表しまし
た。

新発田市と海老名市が災害協定を締結

就任のご挨拶 新発田市副市長
伊藤  純一

「新発田牛」にブランド認定 福祉活動に使用済み切手
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らもこの協定は有意義であり、災害協定のみならず、
観光や商業的な交流にも発展させていきたい」と、意
欲的に語った。
　なお、佐々木盛綱は源頼朝を助け、鎌倉幕府誕生に
大きな功績を残している。そして、盛綱の子孫は、加
地荘に長く住み続けて、国人領主化し、支配した（新
発田市史）とある。

年、お祝いのメッセージを頂戴している夏を締めくく
る「城下町新発田まつり」も今年も残念ながら中止と
なりました。
　しかし、このような中、６月５日には「いにしえか
ら未来へつなぐ新発田の心」をコンセプトに、当市の
シンボルである新発田城をスタートし清水園や寺町な
どの歴史・文化を感じられるエリアを通過し、新たな
１００年に向けたまちづくりの拠点であるヨリネスし
ばたを結ぶ２．７キロメートルを、東京オリンピック・
パラリンピックの聖火リレーがおこなわれました。コ
ロナ禍ではありますが、市民の皆様からの声援を受け、
１３人のランナーが市内を走り抜けました。
　新型コロナウイルス感染症との戦いは長期戦となり
ますが、一日も早く、新型コロナウイルスの感染拡大
が収束し、皆様とお会いできる日が来ることを願って
おります。

〈 訃  報 〉
柄澤  浩一さん（84）　4 月 8 日　　　　　

　　謹んでご冥福をお祈り申し上げます。



校歌の思い出（4） 第一中学校

　　　　　　　　　　　　　　　　　校長　萩野  喜弘

　昭和 22年（1947 年）、終戦から２年後に学制改革が
行われ、６．３．３．４制がスタートしました。新発田市
では、新発田中学校を現在の市役所駐車場あたりの御免
町校舎を使って開校しました。翌 23 年（1948 年）新
発田中学校は、御免町校舎は御免町小学校に明け渡し、
新発田城内の旧陸軍被服倉庫を改装した校舎に移転しま
した。城内だけでは教室がたりず、外ヶ輪小学校の一部
を借りて授業を行いました。
　学校といっても元は倉庫ですので、通風採光も悪く白
昼裸電灯を灯して学習していたそうです。体育館も理科
室や音楽室などの特別教室もない学校でした。
　昭和 24 年（1949 年）新発田中学校は、外ヶ輪中学
校（外ヶ輪校舎を小中で併用）、本丸中学校（城内の旧
陸軍施設を引き続き使用）、猿橋中学校（猿橋地内の新
校舎を使用）の三つの中学校に分離しました。
　三校に分離するときに、校章について検討が行われま
した。実は、新発田中学校の校章は、開校当時に決めら
れていました。その校章は本丸中学校が、校舎とともに
引き継ぎました。外ヶ輪中学校と猿橋中学校は新たな校
章を決めることになりました。外ヶ輪中学校は、生徒に
公募を行いました。そうして外ヶ輪の輪＝「○」の内に
中学校＝「中」で外ヶ輪中を表現したそうです。当時の
生徒は自分たちの学校と校章に誇りをもっていました。
　昭和 25年（1950 年）頃から新発田に警察予備隊（現
自衛隊）を誘致しようという運動がありました。賛成か
反対かで市を二分する論争が起こったそうです。紆余曲
折様々なことがありましたが、28年に警察予備隊が城
内で活動することが決まりました。そこで、城内の本丸
中学校が外ヶ輪校舎を使うことになり、外ヶ輪中学校は
現御免町小学校付近に建設中の町裏校舎に移転すること
になりました。

　町裏校舎への移転に伴って校名が問題になりました。
学校の所在地名をとって「新発田市立清水谷中学校」と
市教育委員会は決めました。しかし、全市の中学校名を
第一、第二、第三・・・というように将来「スクールナ
ンバー制」をとりいれた方がよいと「新発田市立第一中
学校」と正式に決まりました。
　外ヶ輪中学校から第一中学校に変わりましたが、やっ
と馴染んだ校章までも変えることには抵抗があったので
しょう。「○」は一筆書きの「一」に通じ、○は「良い」
でもあり「より良い一中」を意味するものとして校章は
そのまま使われることになりました。つまり、「外ヶ輪
中学校」であった歴史と「第一中学校」であった未来を
繋ぐ印として残されたそうです。
【現在の第一中学校】
　平成２年８月に町裏校舎から、現在の御幸町に新築さ
れた校舎に移転しました。
　令和３年度の新発田市立第一中学校は、全校 14学級、
生徒数 354 名で、少子化・人口減少の波には抗えず、徐々
に生徒数が少なくなっておりますが、全校生徒は、「目
標をもち　自ら考え　ねばり強く実践する生徒」の教育
目標のもと学習や部活動、生徒会活動等に意欲的に取り
組んでおります。
　また、平成４年度の卒業式で卒業生がドイツ語で「第
九」を合唱してから、年々、歌い続けており、市内では
「合唱の一中」と呼ばれております。　
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第一中学校の校歌と戦後の歩み



産地直送でお米・新潟県産コシヒカリの
　　　　　　お取り寄せならおの米店へ

☎0254-25-2434
☎090-5197-8067

8：00 ～ 21：00美味しいお米を販売

ふる里に帰省の際のお宿・お土産は、広告掲載の各社で。「元気な新発田応援隊」に皆さんで参加しましょう。

（順不同・ホームページにも掲載しています）

編集後記 ◆昨年の NHKの大河ドラマ「青天を衝け」で
は、日本資本主義の父と称される渋沢栄一（埼

玉県深谷市出身）の生涯を描いていました。新発田出身の実業家大倉喜
八郎は、栄一の三歳年上で、波乱の時代にあってお互いに才能を認め合
い、共に日本の発展に尽くしました。
　喜八郎翁の別邸「蔵春閣」の新発田市内・東公園への移築が、今春 4
月には完成する計画と聞きます（一般公開は未定）。建築にも、美術品
にも造詣の深かった翁のお屋敷は、新発田の新名所になることでしょう。
ふるさと訪問で、皆さんとご一緒できる日が楽しみです。


